
「
私
は
、
こ
の
国
は
今
、
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
時

代
に
似
て
き
て
い
る
と
思
う
。
民
主
的
な
ワ
イ
マ
ー

ル
憲
法
の
も
と
の
共
和
制
を
破
壊
し
、
ナ
チ
が
『
第

三
帝
国
』
を
樹
立
し
た
。
そ
の
過
程
を
想
い
起
こ
し

て
ほ
し
い
．
：
議
会
の
多
数
決
を
得
て
全
権
委
任

法
を
成
立
さ
せ
ワ
イ
マ
ー
ル
体
制
を
崩
し
た
。
民
主

主
義
の
も
と
で
民
主
主
義
を
殺
し
た
ん
で
す
。
」
（
小

田
実
最
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
『
世
墨
２
０
０
７
年
８
月
号
）

６
年
前
の
第
一
次
安
倍
政
権
下
で
国
民
投
票
法
や

教
育
基
本
法
成
立
時
の
日
本
の
空
気
を
「
戦
前
」
の

よ
う
だ
と
憂
え
、
日
本
の
未
来
を
危
倶
す
る
こ
の
言

葉
は
、
小
田
さ
ん
の
予
測
通
り
現
実
化
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

憲
法
改
正
の
た
め
の
％
条
も
、
国
会
議
員
の
３
分

の
２
の
多
数
決
を
２
分
の
１
に
す
る
と
い
う
。
し
か

も
、
国
民
投
票
の
最
低
投
票
率
も
定
め
て
い
な
い
。

都
議
選
で
の
“
数
％
の
低
投
票
率
、
過
半
数
ぎ
り

ぎ
り
で
の
投
票
で
改
憲
勢
力
が
過
半
数
の
議
席
を

取
っ
た
参
議
院
選
挙
の
結
果
を
見
て
、
「
１
票
の
行

使
」
が
で
き
な
い
在
日
外
国
人
で
あ
る
私
は
も
ど
か

し
さ
ば
か
り
が
募
っ
た
。

購
蕊
執
悪
駕
一
凝
玉
熱
灘
浄
謹
瀞
詞
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僕
は
北
朝
鮮
が
嫌
い
で
は
な
い
。
し
か
し
「
先
軍
」

は
嫌
い
だ
。
北
朝
鮮
が
早
く
「
先
軍
」
を
捨
て
て
、
「
先

民
」
の
道
を
選
択
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。
「
先
民
」

の
「
民
」
は
ま
ず
「
民
衆
」
で
あ
り
「
民
生
」
で
あ

る
。
軍
事
優
先
政
策
を
民
衆
本
位
の
民
生
優
先
の
政

策
に
転
換
す
べ
き
だ
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
「
民
族
」
だ
。

韓
国
と
の
共
存
共
栄
の
道
を
歩
み
、
平
和
統
一
を
目

指
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
そ
の
民
衆
、
民
族
を
大

切
に
す
る
道
は
「
民
主
主
義
」
へ
向
か
う
道
に
つ
な

が
る
と
思
う
。

長
ぐ
北
朝
鮮
を
研
究
対
象
に
し
て
き
た
中
で
、
北

朝
鮮
の
内
部
で
い
ろ
い
ろ
と
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
が

い
る
こ
と
も
知
っ
た
。
北
朝
鮮
内
部
に
も
様
々
な
矛

盾
に
苦
し
み
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る

人
た
ち
が
存
在
す
る
こ
と
は
日
本
の
人
た
ち
に
も

知
っ
て
ほ
し
い
。
（
ひ
ら
い
。
ひ
さ
し
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

勢
珍

の
議
会
の
議
員
を
選
挙
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
現
行

憲
法
の
「
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
住
民
が
、
直
接
選

挙
す
る
」
か
ら
「
日
本
国
籍
を
有
す
る
も
の
が
直
接

選
挙
す
る
」
（
自
民
党
憲
法
草
案
拠
条
２
項
）
へ
と
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

永
住
外
国
人
の
地
方
参
政
権
を
法
的
に
除
外
す
る

こ
と
は
、
朝
鮮
を
植
民
地
化
し
た
結
果
の
犠
牲
者
と

し
て
日
本
に
住
む
在
日
コ
リ
ア
ン
で
あ
る
私
達
に
民

主
主
義
を
行
使
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

民
主
主
義
の
も
と
で
鶴
主
主
義
を
殺
さ
ぬ
彪
め
に

ｌ
『
有
権
雷
」
と
認
め
ら
楓
聴
い
『
詣
民
」
と
し
て

．
。
騨
雫
．
。
》
玄
。
香
実

私
が
自
民
党
の
憲
法
改
正
案
で
注
目
し
、
危
倶
し

て
い
る
の
は
、
第
昭
条
の
地
方
公
共
団
体
の
長
、
そ

東
日
本
大
震
災
か
ら
約
２
年
半
、
遅
々
と
し
て
進

ま
な
い
被
災
地
の
復
興
、
「
棄
民
」
と
さ
れ
故
郷
へ

戻
れ
な
い
被
災
者
。
福
島
原
発
の
放
射
能
汚
染
の
現

状
は
、
阪
神
大
震
災
後
の
「
市
民
」
も
「
街
」
も
置

き
去
り
に
し
た
当
時
の
復
興
と
重
な
る
。

被
災
者
へ
の
公
的
支
援
を
求
め
る
市
民
Ⅱ
議
員
立

法
推
進
本
部
東
京
事
務
局
長
と
し
て
、
デ
モ
、
集
会
、

国
会
ロ
ビ
ー
活
動
を
夢
中
で
し
て
い
た
私
は
、
「
被

災
者
生
活
支
援
法
」
成
立
へ
向
け
て
の
プ
ロ
セ
ス
の

中
で
、
民
主
主
義
（
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
）
と
い
う
も
の
は
、

陳
情
で
は
な
く
、
一
つ
一
つ
市
民
が
提
案
し
て
動
き
、

議
員
へ
働
き
か
け
、
創
り
上
げ
て
い
く
も
の
だ
と
痛

感
し
た
。

当
時
、
衆
議
院
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
阪
神
・
淡
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路
大
震
災
被
災
者
に
の
み
遡
及
す
る
時
限
立
法
は
廃

案
と
な
り
、
市
民
Ⅱ
議
員
立
法
「
災
害
被
災
者
等
支

援
法
」
は
参
議
院
か
ら
提
出
さ
れ
成
立
し
た
恒
久
法

で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
被
災
者
に
は
「
改
正
被
災

者
再
建
支
援
法
」
と
し
て
、
当
初
市
民
側
が
要
求
し

た
金
額
が
補
償
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

３
年
間
の
市
民
立
法
運
動
の
中
で
私
は
日
本
社
会

の
民
主
主
義
の
意
味
合
い
を
体
感
し
、
民
主
主
義
は

市
民
に
よ
っ
て
の
み
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

こ
の
国
が
戦
後
銘
年
間
享
受
し
て
き
た
「
平
和
」
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と
は
、
「
民
主
主
義
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
選
挙

の
結
果
か
ら
日
本
の
良
識
が
問
わ
れ
る
。
こ
れ
以
上

民
主
主
義
の
も
と
で
民
主
主
義
が
殺
さ
れ
な
い
た
め

に
も
。

（
ヒ
ョ
ン
・
ヒ
ャ
ン
シ
ル
／
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
塾
主
宰
、
小
田
実

文
学
と
市
民
運
動
を
語
り
考
え
る
会
）


